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お客様から見る特長 

・ユーザー系 ・メーカー系 
・独立系       ・外資系 

WEB系 

Ｂ to Ｂ 

企業(business)と 
企業(business)の取引 

Ｂ to Ｃ 

企業(business)と 
一般消費者(consumer)の取引 



業界について ～ソフトウェア・IT産業のBtoB業界構造～ 
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業界について～ソフトウェア・IT産業のBtoB業界構造～ 



業界について ～ソフトウェア・IT産業のトレンド～ 

ソフトウェア・IT産業のキーワード 

AI（人工知能） 
人間の脳が行っている知的な作業をコンピュータで模倣したソフトウェアやシステム。 
具体的には、人間の使う自然言語を理解したり、論理的な推論を行ったり、 
経験から学習したりするコンピュータプログラムなどのこと。 

出典：http://rikeidenki.com/archives/23766490.html 出典：https://www.denso-wave.com/ja/recruit/new/photo/index.html 



ソフトウェア・IT産業のキーワード 

IoT 
IoTとは、コンピュータなどの情報・通信機器だけでなく、 
世の中に存在する様々な物体（モノ）に通信機能を持たせ、インターネットに接続したり 
相互に通信することにより、自動認識や自動制御、遠隔計測などを行うこと。 

業界について ～ソフトウェア・IT産業のトレンド～ 

出典：https://iotnews.jp/archives/8552 出典：https://sgforum.impress.co.jp/article/322?page=0%2C2 



ソフトウェア・IT産業のキーワード 

AR・MR 
AR（＝Augumented Reality）、 MR（＝Mixed Reality） 
人間の感覚器官に働きかけ、現実ではないが実質的に現実のように感じられる環境を 
人工的に作り出す技術であるVRを、現実の世界と融合させる技術。（拡張現実、複合現実） 
 

業界について ～ソフトウェア・IT産業のトレンド～ 

出典：http://www.pokemongo.jp/howto/play/ 

出典：https://iotnews.jp/archives/54372 



ソフトウェア・IT産業のキーワード 

5G 
４Gと比べ通信速度が格段に速まるため、遅延の大幅な短縮により離れた場所でもリアルタイ
ムに近い通信ができるようになるほか、多数同時接続が可能になることでIoTでの幅広い活用
ができるようになるなど、多くのメリットが期待されている。 

業界について ～ソフトウェア・IT産業のトレンド～ 

出典：https://www.softbank.jp/biz/5g/column5/ 



ソフトウェア・IT産業のキーワード 

ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション） 
もともとは「ITの浸透が、人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させる」という概念
を指す。日本におけるDXは、経済産業省の研究会で報告された「DXレポート」で、2025年
の崖問題が指摘されたことで一気に周知されるようになった。 

業界について ～ソフトウェア・IT産業のトレンド～ 

出典：https://seleck.cc/dx/ 



自動車業界について 



自動車産業の現在と未来 

業界について／自動車産業の現在と未来 

現在、車の販売台数は約9000万台 
ゆくゆくは1億2000万台を超えるといわれている 

交通インフラが発展した都市部では若者の自動車離れがあるが、 

世界的に見れば、新興国を中心にマーケットは拡大してる。 
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業界について／自動車産業の現在と未来 

参照：https://www.nikkei.com/article/DGKKZO63047440V20C20A8L91001/ 

https://www.nikkei.com/article/DGKKZO63047440V20C20A8L91001/


業界について／自動車産業の現在と未来 

自動車メーカーの比較 

2位 

1位 

3位 

フォルクスワーゲングループ 

1,097万4,700台 

トヨタグループ 

1,074万2,122台 

ルノー・日産・三菱アライアンス 

1,015万5,193台 

出典：https://www.digital-transformation-real.com/blog/latest-version-world-car-manufacturers-sales-rankings 

4位 

5位 

6位 

7位 

8位 

9位 

10位 

GM(ゼネラルモータース） 

771万台 

現代自動車グループ 

719万台 

フォード・モーター 

538万台 

ホンダ 

517万台 

FCA（フィアット・クライスラー） 

441万台 

PSA（プジョー・シトロエン） 

348万台 

ダイムラー 

334万台 



 2020年度上期 世界自動車販売台数ランキング 
 

 １位：   トヨタグループ         416万台  
  

 ２位：   フォルクスワーゲングループ     389万台  
 

 ３位：   ルノー・日産・三菱アライアンス 345万台 
 

 出典：日本経済新聞  

自動車メーカーの比較 

業界について／自動車産業の現在と未来 



業界について／自動車産業の現在と未来 

自動車業界のトレンド 

CASE 
C：Connected（コネクティッド） 
A：Autonomous/Automated（自動化） 
S：Shared（シェアリング） 
E：Electric（電動化） 

出典：https://www.afpbb.com/articles/-/3291455 出典：http://smatu.net/2017/07/20/self-driving-level-0-level-5/ 



業界について／自動車産業の現在と未来 

自動車業界のトレンド 

MaaS（マース：Mobility as a service） 

「ICT（情報通信技術）を活用してマイカー以外の移動をシームレスにつなぐ」 
という概念 

出典：https://www.sbbit.jp/article/cont1/37651 



業界について／自動車産業の現在と未来 

自動車業界のトレンド 

自動運転 
【運転支援】  レベル1  システムがステアリング操作、加減速のどちらかをサポート 
【運転支援】  レベル2  システムがステアリング操作、加減速のどちらもサポート 
【自動運転】  レベル3  特定の場所でシステムが全てを操作、緊急時はドライバーが操作 
【自動運転】  レベル4  特定の場所でシステムが全てを操作 
【完全自動運転】レベル5  場所の限定なくシステムが全てを操作 

出典：http://smatu.net/2017/07/20/self-driving-level-0-level-5/ 出典：https://s.response.jp/article/img/2018/03/14/307221/1285369.html 
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業界について／自動車産業の現在と未来 



業界について／自動車産業の現在と未来 



業界について／自動車産業の現在と未来 

自動車業界のトレンド 

シェアリング 
カーシェアリング・ライドシェア 
所有する「自家用車」ではなく、共有する「移動体（モビリティ）」へ 
モノに対するサービスではなく、サービスのためにモノがある時代へ 
DCMなどコネクテッドカーの技術×他業種との協業 

出典：https://www.nikkei.com/article/DGXMZO23944900X21C17A1TI1000/ 出典：https://www.businessinsider.jp/post-159655 



業界について／自動車産業の現在と未来 

自動車業界のトレンド 
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「コネクティッド・シティ」プロジェクトをCESで発表 

業界について／自動車産業の現在と未来 

出典：https://kurukura.jp/next-mobility/20200407-60.html 出典：https://ligare.news/story/ces2020_toyota_woven-city/ 

自動車業界のトレンド 


